
 

 １年生は入学から１か月が経ちました。学校は楽しいですか。２年生から６年生の皆さん新しいクラス

にはもう慣れましたか。ＧＷが終わり、全校遠足、６年生の移動教室と学校の行事が本格的にスタートし

ました。花粉の季節がようやく終わりを告げたかと思えば夏を思わせるような夏日の連続。暑さに身体が

慣れていないこの時期、体調管理には十分お気を付けください。 

 それでは、令和７年度第２回の七小ＣＳの活動をご報告させていただきます。 

【報告】令和７年度 第２回ＣＳ会議 

 日 時：令和７年５月１４日（水） １７時３０分～ 

 場 所：七小図書室    参加者：１０名（ＣＳ委員７名、オブザーバー・事務局３名） 

 １ 議題 

    予算計画、学校の現状報告、プロジェクト協議ほか 

 ２ 概要 

  ・情報発信プロジェクト（コミュニティ・スクールをより知ってもらう視点） 

    →CS活動を広く知らせるために腕章の購入を検討する。※次回の CS会議にて提案 

     コミスクだより改め、CS だよりと名称変更する。 

     CSの活動を知ってもらうには繰り返しＰＲが必要。 

  ・避難所運営マニュアルの更新・周知プロジェクト（防災対策の視点） 

   →都と市で避難所運営マニュアルの更新を進めている。それに合わせて七小のマニュアルも更

新する。 

    青少対まつりの CSのブースに市の災害用トイレトラックを呼べるか調整する。 

  ・地域との交流・ふれあいプロジェクト（キャリア教育の視点） 

   → FC東京スタッフによるキャリア教育、地域清掃(スポごみ)の日程が決まり次第案内する。 

 ３ その他 

   ・学校公開 ６月１３日（金）、１４（土） 

   ・立川市の事件を受けて、学校においてセキュリティ対策の再点検と不審者対策訓練を実施す

る。CSとして学校公開や運動会の際に腕章を付けて見回りを行う。 

 

 

 

 

＜次回予定＞第３回学校経営協議会 令和７年７月１６日（水）１７時３０分～ 場所：七小図書室 

※傍聴を希望される方は、七小 林副校長へご連絡をお願いいたします。   ＜副会長：飯泉＞ 
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〒187-0001 東京都小平市大沼町 1-22-1  TEL:042-341-0664  FAX:042-341-3183 

 

ＣＳって何？どういうことをやってるの？などの疑問にお答えします！ 

次ページをご覧ください！ 

TEL:042-341-0664


 

■小平第七小学校 ＣＳとは・・・？？？ 

 固い言葉でいうと「保護者や地域住民の意見を学校運営に反映し、地域とともにある学校づくりを実現す

るための仕組み」です。言い換えると、「地域にある様々な資源を有効活用して、七小に通うこどもたちの

課題解決や、豊かな成長を学校とともに考え、支えていく組織」です。 

 

■どういった人たちが委員になっているの・・・？？？ 

 保護者や地域の公共施設・医療・商店・高等学校の方をはじめ、青少対・七小支援ネットなどの七小の学

区内で活動をされている方が委員になっています。 

 

■学校経営協議会はどういうことをやるの・・・？？？ 

 法律（地方教育行政の組織及び運営に関する法律）によって定められた役割と、地域住民の方たちの声や

地域資源と学校をつなぐ役割の２つがあります。 

 ○法律によって定められた役割 

・校長が作成する学校運営の基本方針を承認すること 

・学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述べること 

・教職員の任用に関して、教育委員会に意見を述べること 

 

 ○地域住民の方たちの声や地域資源と学校をつなぐ役割 

これまで、七小を受験会場とした漢字検定の団体受験の実施や、マラソンチャレンジ、なわとびチャレ

ンジ、運動会などのお手伝い、青少対や大沼公民館と連携した防災講座などを実施してきました。 

引き続き学校行事への支援のほか、青少対や大沼公民館と連携した取組を行うとともに、錦城高校やＦ

Ｃ東京、保育園、医療機関、小平駅周辺の商店会など、七小ならではの地域資源と学校教育とを結び付け

る更なる取組を検討し、こどもたちの成長を支えていきます。 

 

★ＣＳから 

 こどもたちを取り巻く環境や、学校が抱える課題は複雑化・多様化しており、学校だけでは課題の解決や、

教育環境の更なる改善は難しくなっています。こどもや学校の抱える課題の解決、未来を担うこどもたちの

豊かな成長のため、社会総掛かりでの教育の実現が不可欠です。学校運営に地域の声を積極的に生かし、地

域と一体となって特色ある学校づくりを進めていきますので、皆様のご理解とご協力を何とぞよろしくお願

いいたします。 

 


